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板
眠
法
の
撞
頭
と
そ
の
影
響

|
|
清
末
雨
漸
盟
業
の
一
側
面
|

|

四三二一

ま

え

が

板
醐
法
の
融
政
生

「
侵
鈴
」
と
「
鱒
播
」

生

産

状

況

私
脳
血
針
策
の
失
敗
と
江
市
間
私
堕
山
県
園

あ

と

が

き

き

ま

え

7う2

年
C

板
一
腕
法
と
は
盤
の
生
産
方
法
の

一
種
で
あ
る
。
い
わ
ば
板
を
用
い

た
天
日
製
盟
法
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

乙
の
製
腫
法
に
闘
し
て

は
、
さ
き
に
佐
伯
富
氏
が
「
清
代
盟
政
の
研
究
」
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
光
緒
二
十
九
年
江
蘇
省
南
通
の
呂
田
場
に

お
い
て
、
著
名
な
質
業
家
で
あ
り
か
つ
障
政
改
革
に
も
重
要
な
護
言

を
し
て
き
た
張
審
が
設
立
し
た
同
仁
泰
盟
業
公
司
で
ζ

の
板
暗
法
が

渡

濯

』惇

貫
施
さ
れ
た
貼
に
留
意
さ
れ
、

さ
せ
た
貼
に
注
目
さ
れ
た
。

こ
れ
が
製
盤
の
生
産
コ
ス
ト
を
低
下

と
こ
ろ
で
こ
の
板
嘱
法
な
る
製
盟
技
術
は
同
仁
泰
盟
業
公
司
に
よ
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っ
て
濁
自
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く

ζ

れ
ま
で
約
一
世
紀
に

わ
た
る
雨
祈
壇
場
を
舞
蓋
と
し
た
歴
史
を
も

っ
て
い
た

そ
れ
は
従
J

来
の
中
国
盟
業
史
上
に
み
ら
れ
な
か

っ
た
濁
特
な
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
技
術
が
清
末
の
段
階
に
お
い
て
登
場
し
た
こ

注
目
す
べ
き
は
、

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
私
臨
生
産
に
臆
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
矛
盾

を
露
呈
し
つ
つ
あ

っ
た
雨
漸
臨
場
組
織
、
官
盟
専
買
瞳
制
が
動
揺
し

解
憧
し
て

い
き
、
清
末
の
南
漸
盟
業
の
地
圃
が
ぬ
り
か
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
行
蝉
地
で
あ
る
江
祈
地
方
に
政
治
的
祉
舎
的
に
多
大
の
影

響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
る

c

「
漸
省
之
利
、
惟
総
輿
瞳
」
と
い
わ

れ
、
清
朝
政
府
の
雨
漸
盟
へ
の
財
政
的
依
存
度
も
大
き
か

っ
た
だ
け



に
、
支
配
瞳
制
の
う
け
た
打
撃
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
拙
稿
は
ζ

の
間

に
お
げ
る
板
噴
法
の
護
生
普
及
の
経
過
と
、
そ
れ
が
及
ぼ
し
た
影
響

に
つ
い
て
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
資
料
的
制
約
と
能
力
の
限
界

と
に
よ
り
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に
お
わ

っ
て
し
ま
司
た
。
先
事

の
叱
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。

板
一
暗
法
の
費
生

板
嘱
法
は
、
嘉
慶
年
聞
に
、
漸
江
省
定
海
豚
の
北
方
に
あ
る
舟
山

群
島
の
一
島
岱
山
で
、

王
金
邦
と
い
う
人
物
に
よ

っ
て
は
じ
め
ら
れ

た
も
の
と
い
う
。

「
岱
山
鎮
志
」
容
四
志
瞳
「
岱
盟
読
略
」
を
み
て

も
、
岱
山
に
お
い
て
嘉
慶
年
聞
に
は
じ
め
て
王
金
邦
に
よ

っ
て
盟
板

が
創
製
さ
れ
、
製
盟
方
法
が
煎
か
ら
噴
へ
輔
換
し
て
い
4

た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
貼
同
書
の
志
人
物
郷
賢
停
で
は
一
一
暦
具
盤
的
な
記
載

が
み
え
る
。

岱
山
地
本
斥
歯
、
居
民
以
煎
瞳
矯
業
、
成
本
既
重
、
出
産
亦
微
、

金
邦
創
製
灘
板
、
易
煎
而
曜
、
岱
山
遂
漸
推
漸
由
民
、
露
出
産
一
大

宗
、
相
停
其
初
作
時
、
因
挑
瞳
雇
措
上
、
有
滴
見
日
硬
結
、
及
用
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門
板
試
一
瞬
、
果
能
成
盤
、
且
用
力
少
而
成
速
、
於
是
製
矯
盤
板
、

至
今
居
民
威
食
英
利
。

相
率
傍
致
、

こ
れ
に
よ

っ
て
王
金
邦
に
よ
る
板
暗
法
の
護
明
は
軍
な
る
偶
然
と
い

う
も
の
で
は
な
く

そ
の
背
後
に
「
コ
ス
ト
高
、

生
産
の
頭
打
ち
」

と
い

っ
た
岱
山
盟
業
の
特
殊
事
情
が
存
在
し
て
い
た
と
と
が
推
察
さ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
光
緒
六
年
と
の
地
を
観
察
し
た
漸
江
候
補
知
府
侍
調
停

鴻
の
報
告
主
に
よ
れ
ば
、
「
岱
山
は
海
中
に
狐
時
し
、
勤
倹
を
向
ぶ

風
が
あ
る
。
近
数
十
年
人
口
が
増
加
し
、
種
植
す
べ
き
回
が
な
い
の

に
苦
し
み
、
峻
嶺
と
い
え
ど
も
隙
地
の
な
い
く
ら
い
作
物
は
植
え
ら

れ
て
い
る
が
、
石
多
く
土
崎
市
せ
て

い
る
た
め
牧
穫
は
少
く
、
終
歳
働
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い
て
も
一
月
の
糧
に
資
す
る
に
足
ら
な
い
。
柴
を
南
に
易
え
、
米
を

蘇
に
易
う
、
日
常
衣
食
の
需
は
た
だ
瞳
に
頼
る
の
み
。
」
と
あ
っ
て
こ

の
地
に
お
け
る
盟
業
の
占
め
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

さ

ら
に
「
道
光
初
柴
債
日
昂
、
改
煎
矯
嘱
、
如
是
有
板
人
」
と
い
い
、

戚
望
以
後
に
な
れ
ば
一
ー
柴
債
較
前
倍
貴
、
質
本
尤
多
、
既
不
能
煎
、

復
難
禁
嘱
」
と
い

っ
て
技
術
的
改
良
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
事
情
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
板
一
瞬
法
を
王
金
邦
の
濁
創
に
の
み
直
結
さ

せ
る
の
は
問
題
で
、
す
で
に
一
踊
建
で
は
明
代
初
期
に
噴
法
が
案
出
さ

れ
、
以
後
こ
れ
が
煎
法
に
代

っ
て
盛
行
レ
、
漸
次
新
東
温
台
地
方
に

も
波
及
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
清
中
期
以
後
に
は
祖
台
地
方
の
瞳
場
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で
坦
一
種
法
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
か
。
従
っ

て
岱
山
へ
も
と
う
し

た
問
漸
地
帯
で
の
煎
か
ら
畷
へ
の
技
術
的
輔
換
の
結
果
起
っ
た
影
響

が
少
な
か
ら
ず
及
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

岱
山
の
盟
業
は
板
瞬
法
が
登
場
す
る
ま
で
は
煎
煮
法
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
雨
漸
盟
業
全
瞳
の
中
で
乙
れ
が
占
め
る
位
置
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
首
時
雨
漸
盟
場
は
江
蘇
祈
江
南
省
の
松
江

・
嘉
輿

・
杭
州

-
紹
興

・
寧
波

・
台
州

・
温
州
の
七
府
の
海
岸
に
の
び
、
三
十
二
の

盟
場
が
嘉
松
分
司
と
寧
紹
分
司
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
た
が
、
岱

山
や
定
海
、
さ
ら
に
徐
挑

・
南
沙
と
い

「
た
諸
地
域
は
正
規
の
聾
場

に
編
入
さ
れ
て
い
な
か
司
た
。
だ
が
こ
れ
ら
の
地
域
は
製
瞳
の
立
地

篠
件
に
惑
ま
れ
て
い
た
か
ら

早
く
か
ら

「
小
寵
私
煎
」
が
行
わ

れ
、
官
と
し
て
も
ζ

れ
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
か
ら

こ
れ
ら
非
公
認
の
盟
場
で
生
産
さ
れ
る
盤
を
正
規
の
盤

場
で
生
産
さ
れ
た
瞳
の
う
ち
、
規
定
額
(
場
盤
)
を
上
回
?
た
徐
盤

と
合
せ
て
格
瞳
と
よ
び
、
官
怒
に
よ

っ
て
買
上
げ
販
運
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
た
。
的
常
盤
は
場
監
が
敏
乏
し
た
時
に
は
そ
れ
を
補
完
す
る
場

た合
L_Iゆが
のあ
だり
カL

「
漸
盟
の
大
局
を
維
持
し
て
い
く
上
で
興

っ
て
力
あ

っ

い
ぜ
ん
附
随
的
な
も
の
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
格
腫
の
一
種
で
あ
っ
た
岱
山
盟
が
、
官
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
牧

賀
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
薙
正
十
三
年
に
お
け
る
徽
商
方

一
元

の
請
願
に
よ

っ
て
で
あ

っ
た
。
最
初
の
買
上
げ
高
は
六
千
四
百
徐
引

で
、
の
ち
一
高
一
千
四
百
徐
引
に
あ
げ
ら
れ
た
が
、
雨
漸
で
の
場
盟

の
販
運
規
定
総
額
が
八
十
一
高
五
千
徐
引
で
あ
っ
た
の
と
く
ら
べ
、

微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
定
海
麟
志
」
に
よ
れ
ば
、
明
末
清
初
に
は
人
口
稀
薄
で
あ

っ
た

岱
山
も
、
乾
隆
に
入

っ
て
か
ら
鎮
海

・
寧
波

・
紹
興
方
面
を
は
じ
め

一珊建

・
温
州

・
台
州
な
ど
か
ら
客
民
が
移
住
し
て
急
激
に
人
口
が
櫓

大
し
、

た
め
に
「
糧
債
は
倍
貴
し
た
」
と
も
い
わ
れ
、

し
か
も
こ
う

は
山

し
た
蹴
態
の
と
こ
ろ
で

官
需
に
よ
る
岱
盟
牧
買
債
格
が
従
前
毎
百

納
袴
銀
五
銭
二
分
で
あ
っ
た
の
が
、
嘉
慶
年
間
銀
の
騰
貴
に
よ
り
、

毎
百
助
制
銭
五
百
二
十
文
に
改
め
ら
れ
た
た

h
、
岱
山
盤
民
の
牧
入

は
貫
質
上
低
下
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
日
常
生
活
資
料
の
多
く
を
寧

波

・
蘇
州
方
面
か
ら
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
岱
山
盟
民
に
と
り
、

清
中
期
以
後
顕
著
に
な

っ
た
「
銀
貴
銭
賎
」
の
傾
向
が、

か
れ
ら
の

納
税
、
牧
入
面
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
輿
え
て
い

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、

か
か
る
伏
態
を
打
開
す
る
上
で
、

漁
業
を
除
い
て
か
れ

ら
が
え
ら
べ
る
道
は
、

で
き
る
だ
け
元
手
の
か
か
ら
な
い
盤
を
官
の

牧
買
を
無
視
し
て
も
大
量
生
産
し
て
販
運
す
る
と
と
以
外
に
な
か
っ



し
か
も
岱
山
か
ら
江
漸
地
帯
へ
の
往
復
に
は
運
搬
費

が
か
さ
む
と
と
も
に
気
候
的
に
も
人
爵
的
(
海
盗
)
に
も
多
く
の
危

た
の
で
あ
る
。

険
が
伴
う
た
め
、
岱
盟
の
債
格
を
他
壇
場
の
も
の
よ
り
割
高
に
し
、

販
貰
地
で
の
滞
鋪
を
招
い
て
減
吹
を
結
果
し
た
こ
と
は
往
々
み
ら
れ

ζ

の
貼
か
ら
も
一
一
暦
コ
ス
ト
低
下
が
痛
感
さ
れ

る
と
と
ろ
で
あ
り
、

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
板
嘱
法
は
い
わ
ば
岱
山
の
自
然

的
立
地
篠
件
の
ほ
か
に
、
乾
隆
嘉
慶
以
後
間
漸
地
域
に
ひ
ろ
が
っ
た

柴
債
昂
騰
の
傾
向
、
人
口
増
加
、
無
産
者
(
客
民
)
の
析
出

貴
銭
賎
」
と
い
っ
た
枇
曾
経
情
的
諸
嬰
動
が
繕
起
す
る
中
で
費
生
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
ζ

に
ま
た
と
の
製
盤
技
術
が
輩
展
す
る
必
然
性

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て

以
後
の
板
嘱
法
の
護
展
要
因
を
考
え
る
場
合
、

「
査
私
竃
煎
盤
工
本
較
軽
、
其
擁
板
一
種
揮
者
、
更
省
柴
債
費
用
、
瞳

白

本
既
軽
、
貰
債
亦
賎
」
と
い
っ
た
板
嘱
法
が
も
っ
個
有
の
利
貼
の
ほ

か
に
、
清
朝
中
期
以
後
繕
起
し
て
く
る
政
治
的
経
済
的
費
動
に
よ
っ

て
南
漸
官
盟
専
貰
櫨
制
が
動
揺
し
て
い

っ
た
事
情
が
加
味
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

た
と
え
ば
こ
の
時
期
に
上
述
し
た
「
銀
貴
鏡
賎
」
の
激
化
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に
よ

「
て、

、盟
税
の
主
要
措
嘗
者
た
る
特
許
瞳
商
が
波
落
し
は
じ
め

た
こ
凸
、
と
れ
に
よ
り
道
光
年
聞
に
は
場
盟
の
販
買
は
五

O
J六
O

%
に
お
弘
、
さ
ら
に
白
蓮
敬
、
海
冠
の
観
、
ア
ヘ
ン
戟
字
な
ど
の
内
憂

外
患
に
伴
う
臨
時
支
出
の
増
大
が
加
わ

っ
て
官
財
政
の
逼
迫
を
惹
起

し、

ζ

れ
に
よ
っ
て
官
格
に
よ
る
岱
盟
の
牧
買
が
漸
次
不
能
と
な

り
、
や
が
て
太
卒
天
園
が
起
る
に
及
ん
で
つ
い
に
停
牧
さ
れ
る
に
至

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
の
問
、
岱
山
盟
業
の
煎
か
ら
噴
へ
の
轄
換
は
急
速
に
す
す
み

嘱
瞳
生
産
は
増
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
牧
買
を
停

-， 
銀

止
さ
れ
窮
迫
し
た
岱
山
盟
民
は
、
戚
豊
初
期
に
官
に
封
し
再
三
に
わ

た
り
枚
買
再
開
を
懇
請
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
一
時
松
江
府
張
家
庫

ヴ

a
F
h
d
 

へ
の
官
運
が
再
開
さ
れ
た
が
官
格
績
か
ず
-
最
後
に
官
は
岱
山
車
民

の
「
自
運
自
販
」
を
許
可
す
る
庭
置
に
で
た
。
こ
れ
は
事
買
上
私
瞳

密
買
を
容
認
す
る
に
等
し
か
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
て
す
で
に
官
の

態
度
に
我
慢
の
な
ら
な
く
な
っ
た
岱
山
盟
民
は
、
岱
瞳
を
私
腫
と
し

て
よ
り
大
規
模
に
松
江
地
方
に
流
す
よ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
こ
の

地
方
の
私
盤
販
徒
と
関
係
を
密
に
し
て
い
く
。
戚
豊
元
年
十
月
、
漸

江
巡
撫
常
大
淳
は
、
そ
の
上
奏
丸
の
中
で
、
「
松
江
府
の
南
の
地
方

は
私
販
の
多
い
こ
と
で
他
鹿
に
抜
き
ん
で
て
い
る
。
江
漸
南
省
の
役

人
が
取
締
ろ
う
と
す
る
が
一
向
に
成
果
が
あ
が
ら
な
い
。
と
く
に
松

江
府
の
漕
浬
地
方
の
南
.
庫
北
庫
は
左
は
大
海
、
右
は
内
河
、
支
河
、
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船
着
場
に
通
じ
た
要
衝
で
、
江
北
か
ら
や
っ
て
き
た
娼
虹
匪
徒
が
土

着
の
土
担
と
通
じ
て
私
盤
密
買
を
い
た
る
慮
で
や

っ
て
い
る
。

好
徒

は
私
臨
の
倉
庫
を
設
け
て
使
宜
を
は
か
ら
い
、
こ
の
地
方
の
無
業
の

窮
民
も
こ
れ
に
頼

っ
て
制
口
す
る
者
が
日
に
増
し
て
き
て
い
る
。
武

カ
に
よ
る
取
締
り
(
絹
私
)
も
経
費
の
鮎
か
ら
お
ぼ
つ
か
ず
、
泉
徒

が
集
胤
然
し
て
閲
里
を
擾
害
す
る
の
を
恐
れ
る
。
か
く
て
定
岱
産
出
の

盤
を
化
私
箆
官
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
」
と
進
言
し
て
い
る
が
、
道

光
末

・
戚
豊
初
の
時
期
に
岱
盤
が
松
江
地
帯
に
お
い
て
私
瞳
と
し
て

か
な
り
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
事

情
を
堕
債
の
推
移
と
閥
連
さ
せ
て
み
る
と
、
松
江
府
の
西
北
に
接
す

る
青
浦
牒
で
は
、
衣
の
よ
う
な
事
賓
が
み
ら
れ
る
。

盟
債
自
嘉
慶
以
至
道
光
日
漸
騰
貴
、
計
舶
盤
三
十
三
文
、
弁
触
南

短
敏
、
道
光
二
十
年
後
、
漸
有
私
版
、
債
在
二
十
文
左
右
、
戚
盟

時
販
者
多
、
憤
亦
日
賎
自
十
徐
文
至
八
九
文
不
等
。

こ
れ
に
よ

「
て
私
臨
債
は
道
光
年
間
の
毎
助
二
十
文
前
後
か
ら
戚
盟

時
に
は
十
女
前
後
に
牢
減
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

之
成
本
又
功
中
十
煎
盟
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
間
の

一
般
に
「
噴
盤

推
移
が
岱
山
板
瞬
盟
の
出
現
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
て
よ
か

ろ、っ。

か
く
て
、
戚
豊
年
聞
に
入
り
岱
山
板
一
瞬
盟
H

岱
私
の
護
展
は
そ
の

安
償
、
良
質
の
故
に
急
速
度
で
す
す
み
、
太
卒
天
国
軍
の
江
漸
地
帯

へ
の
進
出
に
よ

っ
て
官
臨
専
賓
館
制
が
解
躍
す
る
の
を
契
機
に
一
一
層

激
し
く
各
地
に
侵
錯
し
て

い
き
、
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
板
一
一
明
法
も
侍

そ
れ
ま
で
各
腫
場
で
採
用
さ
れ
て
い
た
煎
煮
法
を
墜
倒
し
て

播
し
、

い
く
の
で
あ
る
。

(1)註

「岱
山
居
定
海
之
北
、
去
豚
治
百
二
十
里
、
四
面
環
潟
、
居
民
一
高
徐

戸
、
業
堕
者
十
之
二
、
出
品
以
堕
箆
大
宗
、
其
始
亦
係
設
経
煎
焼
、
至

諸問嘉
成
年
間
、
有
郷
民
王
金
邦
者
、
始
創
製
同
盟
板
、
易
煎
盛
岡瑚
、
民
皆

穏
便
」
乙
の

文
で
は

「業
揮
者
十
之
二
」
と
あ
る
が

ωに
よ
れ
ば
、

「瀕
海
数
千
戸
相
率
咽
関
:
・
蓋
侍
撫
食
生
己
十
居
六
七
失
」
と
あ
り
、

私
見
で
は
後
者
が
安
首
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

岱
山
鎖
志
、
各
二
十
、
品
陣
鍛
襲
文
「
葉
報
査
貼
機
仮
文
」

「
明
清
枇
曾
経
済
形
態
之
研
究
」
中
の
斡
大
成
の
論
稿
。
藤
井
宏
「
明

代
竃
回
考
」
(「
小
野
博
士
還
暦
記
念
、
東
洋
農
業
経
済
史
研
究
」
所
収
)

ω
堕
法
通
志
、
各
三
十
五
、
場
産
門
九
、
雨
前

∞
清
盤
法
志
、
谷
一
百
六
十
、
雨
掘
削
、

場
産
門

一

則
的
帥
清
脳
血
法
志
、
省
一
百
六
十
四
、

場
産
門
五
、
待
問
上

附
帥
同
問
岱
山
銀
志
、
谷
四
、
志
盟
、

王
敬
所
「
照
務
紀
回
世
」

則

定

海
眼
志
、
谷
十
七
、
機
課
、
光
緒
十
一
年
刊

帥
雨
掘
削
堕
法
綴
纂
備
考
、
各
七
、
枚
私

一、

篠
款

ω
佐
伯
富
「
諸
問
代
愚
政
の
研
究
」
三
二
五
頁
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(3) (2) 
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爾
斯
堕
法
綾
纂
備
考
、
倉

一、

票
運

青
浦
豚
志
、
雑
記
、
光
緒
五
年
刊

雨
掘
削
堕
法
線
纂
備
考
、
谷
八
、
政
私
ニ

従
来
舟
山
群
島
に
は
岱
山
監
と
定
海
麗
が
並
存
し
並
明
刑
さ
れ
て
い
た

が
、
岱
山
盤
の
隆
盛
と
共
に
、
雨
者
合
し
て
岱
山
韓
ま
た
は
岱
捷
と
総

稽
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
闘
に
同
じ
。

「
侵
錯
」
と

「
俸
播
」

岱
山
板
一
瞬
盤
の
侵
錯
と
板
嘱
法
の
停
播
を
考
察
す
る
に
首
り
、
ま

ず
こ
れ
を
促
進
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
た
南
漸
盟
政
の
費
動
に
つ
い
て

一
瞥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戚
豊
三
年
の
太
卒
天
国
軍
の
南
京
攻
陪
に
よ

「
て
江
漸
地
域
の
支

配
秩
序
は
混
凱
し

同
十
年
以
後
蘇
州
・
常
州
・
松
江
つ
い
で
杭
州

が
陥
る
に
及
ん
で
南
漸
行
腫
地
盤
制
は
大
き
く
瓦
解
し
て
い

っ
た
。

官
側
の
資
料
で
は
乙
の
聞
の
貫
情
を
「
各
所
場
盤
久
停
製
配
、
額
課

虚
懸
、
場
腫
任
意
錯
行
、
官
引
蚕
成
私
版
、
寵
地
多
経
操
捕
、
商
戸

大
牢
流
動
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
特
許
商
人
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
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専
買
龍
制
は
相
嘗
の
打
撃
を
、つ
け
た
と
は
い
え
、
瞳
場
は
そ
れ
が
太

卒
天
国
軍
の
好
財
源
と
も
な

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
急
激
な
饗
動
除
な
か

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
私
聾
の
駿
庖
は
激
し
か

っ

た
。
財
源
の
大
宗
を
紹
た
れ
た
官
側
は
、

同
治
に
入
り
秩
序
が
回
復

さ
れ
る
に
伴

っ
て

軍
費
捻
出
策
と
し
て
臨
場
に

「
就
場
徴
課
」
、

行
堕
地
に
「
設
4
h
抽
登
」
の
臨
急
策
を
施
し
、
さ
ら
に
同
治
三
年
に

な
り
支
配
盤
制
再
建
に
と
も
な
い
票
運
法
が
施
行
さ
れ
た
。

ζ

の
法
は
従
来
よ
り
漸
東
地
方
で
部
分
的
に
み
ら
れ
た
も
の
だ
が

道
光
十
年
以
後
陶
樹
・
陸
建
旗
ら
に
よ

「
て
雨
准
に
施
行
さ
れ
た

票
法
改
革
の
成
果
に
範
を
と

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
資
力
の
弱
化

し
た
特
許
盟
商
に
代

っ
て
、
資
金
を
も
っ
者
な
ら
誰
で
も
一
定
の
税

を
梯
え
ば
票
を
給
し
て
票
商
と
し
販
買
を
許
す
と
い
う
方
式
で

日

-59-

的
は
財
源
確
保
に
あ

っ
た
。
こ
の
法
は
同
治
三
年
新
江
巡
撫
左
宗
栄

に
よ

っ
て
布
告
さ
れ
、
翌
年
か
ら
貫
施
に
付
さ
れ
た
が
、
票
商
の
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
よ
り
民
衆
は
助
か

っ
た
も
の
の

販
買
膿
制
は
混
凱

し
、
盤
税
牧
入
も
芳
し
く
な
く

五
年
に
な
り
、

「戚
豊
年
間
の
販

貰
貫
績
に
比
べ
れ
ば
依
鈎
は
少
い
が
、
定
額
八
十
高
五
千
絵
引
の
中
十

分
に
満
た
ぬ
三
十
高
九
千
絵
引
」
、

「
蘇
五
属
(
蘇
州
・
常

州
・
松
江
・
鎮
江
四
府
・
太
倉
一
州
)
は
わ
ず
か
二
・

三
高
引
」
と

と
く
に

い
司
、
た
欣
態
で
不
成
績
に
終
っ
た
。

か
く
て
同
治
中
輿
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
こ
こ
に
か

つ
て
の
特

許
専
費
制
度
復
活
の
要
求
が
強
ま
り
、
同
治
八
年
六
月
に
蘇
五
属
地
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常
に
引
商
制
が
し
か
れ

つ
い
で
翌
九
年
正
月
に
は
杭
州
・
嘉
輿
・

湖
州
・
金
華

・
衡
州

・
巌
州

・
徽
州
・
慶
徳
な
ど
の
地
方
で
改
票
踊

綱
が
行
わ
れ
綱
商
制
が
復
活
し
、
杭
州

・
紹
興

・
嘉
輿

・
松
江
の
四

所
に
甲
商
が
お
か
れ
て
雨
者
を
統
轄
す
る
こ
と
に
な

っ
わ
。
が
、
こ

れ
は
ま
た
同
治
五
年
李
鴻
章
に
よ
り
准
南
に
施
行
さ
れ
た
特
定
票
商

に
よ
る
「
循
環
轄
運
法
」
と
傾
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
多
数
の
民
間
人
に
よ
る
票
運
法
に
代

っ
て
、
特
定
の
少
数

腫
商
の
請
負
い
に
よ
る
濁
占
的
行
盤
地
瞳
制
が
再
興
さ
れ
る
に
至
る

が
、
そ
う
な

っ
て
も
販
買
質
績
は
定
額
の
宇
ば
に
及
ば
ぬ
吠
況
で

官
は
商
人
に
課
す
る
堕
課
の
ほ
か
に
い
ぜ
ん
臨
麓
を
並
徴
し
た
か

ら
、
税
率
は
一
一
暦
重
く
な

っ
て
官
盟
債
を
つ
り
上
げ
、
私
盟
跳
梁
の

篠
件
を
ま
す
ま
す
醸
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

太
卒
天
国
以
後
雨
漸
腫
政
が
こ
の
よ
う
に
出
現
時
し
て
い
く
中
で

岱
山
盟
業
に
謝
す
る
官
の
封
策
も
動
揺
し
た
。

一
般
に
板
暗
法
は
煎

煮
法
と
ち
が
い
、
板
さ
え
あ
れ
ば
滴
の
あ
る
所
ど
こ
で
も
製
堕
可
能

で
あ
り

生
産
形
態
も
分
散
集
中
が
よ
り
容
易
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
官
の
取
締
り
に
は
き
わ
め
て
不
都
合
な
も
の
で
あ
り
、
反
面
私

盟
生
産
に
は
全
く
う

司
て
つ
け
の
製
盤
技
術
で
あ

っ
た
。
と
く
に
岱

山
の
場
合
絹
私
に
困
難
そ
き
た
す
海
中
に
位
置
し
、
島
、ぐ
る
み
製
堕

に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
事
質
、

し
か
も
前
歴
か
ら
み
て
岱
瞳
が
牢

ば
官
盤
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も

も
は
や
官
の
と
る
べ

「
絹
」
と
「
牧
」
の
う
ち
後
者
を
お
い
て
ほ
か
に
な
か

司

た
。
問
題
は
そ
の
牧
買
の
仕
方
に
あ

っ
た
。

き
道
は
、

同
治
三
年
、
上
述
の
票
運
法
が
岱
山
に
も
適
用
さ
れ
た
。
盤
民
た

ち
が
岱
山
に
設
け
ら
れ
た
立
富
市
局
で
税
を
一管
財
十
一

文
支
掛

っ
て
票

を
も
ら
い
、
盟
を
携
え
て
英
松
へ
赴
き
、
験
票
局
で
の
検
査
を
へ
て

販
買
す
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
が
、
先
に
税
を
梯
う
と
い
う
黙
で
資

力
の
乏
し
い
盟
民
は
足
ぶ
み
し
、

ぅ。

代

っ
て
翌
四
年
官
運
法
が
適
用
さ
れ
た
が
、
今
度
は
盤
は
官
運

ご
つ

h
】

チ
J

ふ
J

一
年
で
挫
折
し
て
し
ま
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さ
れ
て
も
盤
民
に
金
が
わ
た
る
の
は
販
買
の
後
と
い
う
こ
と
で
二
三

ヶ
月
も
待
た
さ
れ
る
破
自
に
な
り
、

し
か
も
官
運
に
よ
り
岱
瞳
慣
は

割
高
と
な

っ
て
滞
錯
が
目
立
ち
、
同
治
六
年
に
は
蘇
五
属
で
場

・
岱

雨
盟
合
し
て
六
寓
引
に
達
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
と
に
窮
地
に
追
込
ま

れ
た
瞳
民
の

一
圏
が、

同
年
三
月
二
十
三
日
英
掘
報
運
局
に
岱
瞳
の

「
完
全
牧
買
、
全
行
給
慎
」

を
要
求
し
て
お
し
か
け
、
聞
き
入
れ
ら

「
局
員
を
般
打
し
、
器
具
衣
食
を
破
壊
し
、
官

兵
が
逮
捕
に
及
ん
で
も
な
お
こ
れ
に
反
抗
す
る
」
と
い
う
暴
動
に
護

れ
な
い
と
み
る
や

展
し
た
。
地
方
官
憲
は
強
塵
に
向
う
と
共
に
、
首
謀
者
の
逮
捕
に

つ



と
め
た
が
成
功
し
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
資
料
的
制
約
で
暴
動
の

内
容
性
格
が
具
盤
的
に
つ
か
め
な
い
が
、
暴
動
の
主
瞳
が
直
接
製
盤

者
H
岱
山
瞳
民
で
あ
っ
た
と
と
は
疑
い
な
く
、
組
織
性
を
棋
き
な
が

か
れ
ら
の
精
一
杯
の
抵
抗
が
こ
う
し
た
形
で
現
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

ζ

れ
に
封
し
、
漸
西
宮
盟
線
局
は
直
ち
に
呉
権
報
運

局
を
閉
鎖
し
、
岱
躍
の
牧
買
を
完
全
停
止
し
、
取
締
強
化
の
態
度
に

で
た
が
、
こ
の
こ
と
は
岱
山
盟
民
の
う
ち
官
へ
の
依
存
度
の
強
か
っ

た
者
に
も
官
と
の
訣
別
の
機
曾
を
輿
え
、
販
私
へ
の
依
存
を
よ
り
慶

範
な
も
の
に
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
り
、
も
、と

う
し
て
戚
豊
末
か
ら
同
治
に
か
け
て
の
南
漸
蹟
政
の
饗
動
と
官

の
不
十
分
な
私
盤
封
策
は
岱
山
板
嘱
盟
の
私
瞳
化
に
ま
す
ま
す
拍
車

を
か
け
る
と
と
に
な
る
。

岱
山
板
一
瞬
私
盤
の
最
大
の
販
出
地
域
は
長
江
デ
ル
タ
地
帯
の
一
角

蘇
五
属
地
帯
で
あ

っ
た
。

同
治
二
年
、
漸
江
巡
撫
左
宗
栄
の
言
に
よ

「
松
江
地
方
の
臨
場
の
産
盤
は
衰
旺
一
な
ら
ず
、
定
海
所
産

の
岱
盤
が
呉
淑

・
割
河
な
ど
よ
り
太
倉
各
属
へ
侵
濯
し
、
大
約
松
所

帥

の
場
盟
は
十
之
二

・
三
、
岱
盟
は
十
之
七

・
八
を
錯
し
て
い
る
」
と

る
と

し、

し、

ま
た
同
治
十
年
に
な
る
と
「
蘇
松
太
等
局
常
熟

・
昭
文

・
昆
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山
・

新
陽
'・
華
亭

・
婁
鯨

・
南
涯

・
上
海

・
青
浦

・
奉
賢

・
金
山
・

太
倉

・
鎮
洋

・
嘉
定

・
賓
山
等
十
五
州
廓
海
私
之
源
岱
瞳
居
多
、
徐

(
銚
〉
堕
次
之
口
と
い
い
、
さ
ら
に
「
蘇
松
太
沿
海
州
廓
五
百
飴
里

之
沙
塗
、
在
在
可
以
侵
濯
、
白
夜
濫
於
十
五
州
鯨
之
中
而
岐
分
於
蘇

属
之
実
江

・
震
津

・
長
州

・
元
和

・
臭
鯨
、
常
嵐
之
無
錫

・
金
置

・

帥

宜
輿

・
荊
渓
等
勝
者
、
係
由
海
而
瓶
浦
太
湖
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に

沿
海
地
帯
は
も
ち
ろ
ん
太
湖
周
透
の
内
陸
ま
で
侵
錯
し
て
い
っ
て
い

る
。
か
く
て
翌
十
一
年
に
は
雨
漸
盟
運
使
を
し
て
「
岱
私
侵
濃
蘇
松

常
太
各
層
、
幾
至
官
引
不
行
」
と
嘆
か
せ
た
の
だ

っ
た
。
同
年
粛
山

の
腫
場
大
使
詩
原
の
調
あ
に
よ
れ
ば
岱
山
の
嘱
板
数
は
十
九
高
二
千
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徐
塊
に
達
し
た
と
い
う
。

岱
盟
の
侵
舗
は
ま
た
漸
西
に
も
向
い
、

，「
今
岱
山
瞳
之
旺
産
、
既

十
倍
於
昔
、

甚
」
と
い
わ
れ
、
岱
聾
の
生
産
は
十
数
高
引
を
超
え
る
に
い
た
っ
た

而
暁
瞳
之
成
本
、

功
牢
於
煎
、

侵
濯
漸
西
、

爵
患
最

も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
漸
東
の
紹
興

・
寧
波
方
面
へ
も
侵
錯
し

た
が
、
漸
東
地
帯
は
む
し
ろ
板
嘱
法
を
と
り
入
れ
て
撞
頭
し
た
徐
挑

堕
や
そ
の
他
の
私
盤

・
間
盤
な
ど
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

岱
山
板
一
腫
腫
の
各
地
へ
の
侵
錯
に
仲
い
、
板
嘱
法
の
製
盤
技
術
が

各
地
の
腫
場
へ
停
播
さ
れ
て
い
く
が
、

こ
の
板
嘱
法
が
停
え
ら
れ
る
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前
は
雨
漸
各
臨
場
は
全
部
前
…
煮
法
に
よ
っ
て
製
盤
し
て
お
り
、
改
一
瞬

前
の
岱
山
と
同
様

コ
ス
ト
高
に
悩
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
が

っ
て
踊
臨
の
立
地
傾
件
に
適
し
た
壇
場
で
は
急
速
に
こ
の
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ぺ
た
。
盤
法
通
志
に
は
板
瞬
法
の
停
播
輩
展
系

路
が
次
の
よ
う
に
-
記
載
さ
れ
て
い
る

板
晒
之
法
、
創
於
乾
嘉
年
問
、
初
僅
岱
山
一
慮
、
町
而
徐
挑
之
石

堰
場
、
松
江
蓑
浦
等
場
相
繕
初
場
、
光
緒
末
准
南
自
四
場
亦
有
行

之
者
。

ζ

れ
に
よ
る
と
、
板
一
瞬
法
は
岱
山
↓
徐
銚

・
松
江
↓
南
通
と
い

っ

た
順
序
で
繕
起
的
に
侍
揺
し
た
も
の
と
い
え
る
。

停
播
の
時
期
、
程
度
か
ら
い

「
て
最
も
早
く
か
っ
激
し
く
影
響
を

「
飴
挑
六
倉
志
」
に
は
「
嘱
盟
於
戚

う
け
た
の
は
徐
挑
で
あ

っ
た。

盟
壬
子

(二
年
〉
年
用
泥
板
、
威
盟
末
岱
山
盤
板
爽
潮
水
衝
、

依
式

改
用
木
板
」
と
あ
り
、
戚
堕
の
初
期
に
用
い
ら
れ
た
泥
板
が
徐
挑
の

濁
創
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が

時
期
的
に
み
て

も
、
す
で
に
岱
山
板
一
鵬
臨
が
賢
範
に
普
及
し
て
い
る
時
で
も
あ
り

お
そ
ら
く
は
そ
の
刺
戟
を
、
つ
け
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
戚
豊
末

に
な
り
そ
れ
が
木
板
に
改
め
ら
れ
た
と
解
し
て
い
い
の

で
は
な
い
か

と
思
う
。
泥
板
に
よ
る
一
瞬
盤
生
産
が
ど
の
程
度
普
及
し
て

い
た
か
は

わ
か
ら
ぬ
が
、
そ
の
後
に
お
け
る
除
挑
板
一
鴫
盟
の
生
産
は
こ
れ
ま
た

し

か
な
り
の
速
度
で
進

ん
だ
ら
し
い。

「
戚
盟
十
年
以

そ
の
場
合
も

後
、
官
盤
不
行
、
場
鴻
不
錆
、
而
滴
産
更
多
、
乃
改
周
一
瞬
板
、
離
噴

成
盤
」
と

い
わ
れ
、
徐
挑
で
も
太
卒
天
国
運
動
に
よ
る
盟
業
事
情
の

饗
化
が
板
一
一
瞬
法
の
隆
盛
に
大
き
く
関
係
し
て

い
た
。

徐
挑
盟
場
で
特
出
す
べ
き
鮎
は
、
製
盤
の
原
料
た
る
泌
が
極
め
て

豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
地
園
で
み
て
も
こ
の
地
域
の
海
岸
線

は
扇
欣
形
に
出
張

っ
て
お
り
、
滴
の
採
取
で
き
る
範
園
も
か
な
り
内

陸
に
ま
で
及
ん
で

い
た
。

従

っ
て
古
く
か
ら
と
の
地
域
の
溜
が
杭
州

n
L
 

no 

-
紹
興

・
嘉
輿
各
地
方
の
滴
の
産
出
の
衰
え
た
諸
車
場
に
販
出
さ

れ叩

官
側
は
そ
う
し
て
ま
で
も
停
統
的
な
盤
業
秩
序
を
維
持
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
油
を
産
す
る
徐
挑
の
沙
塗
は
俗
に

「
子
母
之

別
」
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
子
沙
」
と
は
地
盤
の
上
昇
に
よ
っ

て
で
き
た
海
岸
に
面
し
た
新
し
い
地
域
を
指
し

地
勢
は
低
く
潮
汐

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
や

っ
て
き
て
出
滴
は
豊
富
で、

し
か
も
舟
運
に

便
利
な
た
め
他
慮
へ
販
出
す
る
摘
は
こ
ζ

の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
に
封
し

「
母
沙
」
は
海
岸
か
ら
か
な
り
内
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
、
舟
運
通
せ
ず
、
時
た
ま
大
潮
が
く
る
く
ら
い
で
滴
も
不
純

乙
の
摘
を
販
出
す
る
こ
と
は
運
迭
費
が
か
か
「
て
採
算
が
合
わ

で



な
い
た
め
販
買
を
願
っ
て
で
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
た
だ
一
噴
瞳
は
で

輔

き
た
。
し
た
が
っ
て
板
嘱
法
も
は
じ
め
は
こ
の
地
域
で
行
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ

そ
れ
が
盤
政
の
饗
化
で
官
監
が
滞
錯
し
、
子
沙
か
ら

販
出
さ
れ
て
い
た
場
滴
が
貰
れ
な
く
な

っ
た
の
で

と
の
滴
が
板
嘱

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
急
激
な
輩
展
を
み
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。同

治
中
興
期
に
入
り
、
盤
政
が
再
興
さ
れ
再
び
法
の
版
出
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
摘
が
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
一
向

刷

に
一
瞬
盤
生
産
が
お
び
や
か
さ
れ
る
心
配
な
く
、
加
え
て
孤
立
的
篠
件

の
下
に
お
か
れ
た
岱
山
と
異
り
、
絵
挑
は
背
後
に
慶
大
な
漸
東
山
間

地
在
控
え
て
お
り
、
同
治
に
入

っ
て
と
の
地
域
が
徐
挑
臨
場
の
直
接

製
盤
者
の
供
給
地
の
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
(
後
述〉
。

叉
以
剖
鴻
機
板
、
一
瞬
盤

同

不
費
柴
火
、
是
以
近
年
以
来
、
該
慮
嘱
板
之
監
較
之
各
魔
最
多
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
瞬
板
数
は
同
治
六
年
に
六
・
七
高
塊
、
十

帥

年
に
は
十
高
塊
を
超
え
、
産
数
は
徐
桃
合
し
て
五
六
十
寓
引
に
達
し

た
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
祈
西
に
侵
泌
す
る
こ
と
十
之

ひ
と

M
W

そ
の
害
は
買
に
岱
私
と
相
埼
し
い
」

か
く
て
同
治
二
年
に
は
「
徐
挑
沿
海
貧
民
、

七

・
八
、
漸
東
十
之
二
・
三
、
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と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
徐
挑
板
一
瞬
瞳
生
産
の
隆
盛
は
、
と
の
地
方
に
こ
れ
ま
で

資
範
に
行
わ
れ
て
き
て
い
た
煎
煮
法
を
衰
退
さ
せ
た
。
こ
の
貼
に
つ

制

い
て
同
治
十
年
の
段
階
で
「
昔
之
窮
繋
私
一
一
噛
、
今
則
十
倍
於
煎
」
と

い
わ
れ
る
蹴
態
と
な
り

そ
れ
は
ま
た
煎
煮
製
盤
施
設
の
一
つ
で
あ

っ
た
盤
含
が
逐
次
減
少
し
て
い

っ
た
事
質
に
も
示
さ
れ
る
。
徐
挑
六

割

倉
志
に
は

「
徐
挑
で
は
板
一
噛
法
が
行
u

わ
れ
る
前
は
燐
盟
法
の
み
行
わ

れ
て
い
た
。
発
正
二
年
に
漸
江
巡
撫
李
衛
が
盤
商
に
金
を
出
さ
せ
て

廠
を
つ
く
り

治
塘
に
四
十
五
傑
の
腫
合
を
つ
く

っ
た
。
太
卒
天
園

の
後
も
大
盤
合
は
三
十
六
家
、
小
盤
含
は
無
数
存
し
た
が
、
噴
板
の
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興
る
に
及
ん
で
盤
舎
は
漸
減
し
、
光
絡
の
初
め
に
は
大
盟
舎
は
七
ケ

庭
あ
ま
り
、
光
緒
末
年
に
な
る
と
大
盟
舎
は
わ
ず
か
四
座
を
徐
す
の

み
と
な
り
、
民
国
七
年
一
月
に
至
っ
て
法
令
で
停
止
さ
れ
た
」
と
あ

る
。
か
か
る
事
貫
か
ら
み
て
も
徐
挑
一
一
鴫
瞳
は
主
に
同
治
年
聞
に
入
つ

て
か
ら
急
速
に
護
展
を
と
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

徐
挑
の
ほ
か
、
東
寄
り
の
鎮
海
豚
の
清
泉
・
龍
頭

・
穿
山

・
長
山

の
諸
灘
場
で
も
戚
盟
同
治
の
聞
に
改
煎
矯
噴
が
行
わ
れ
、

同

二
百
徐
塊
の
一瞬
板
を
備
え
る
に
至
る
。
ま
た
鎮
海
鯨
の
南
、

帥

大
嵩
場
は
民
園
に
入

っ
て
改
萌
し
て

い
る
。

一
高
一
千

都
鯨
の

の
粛
山
・
杭
州

・
海
寧
な
ど
の
諸
臨
場
で
は

一
方
徐
挑
よ
り
西
寄
り

「
薪
之
海
滴
利
於
寵
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同

煎
而
不
利
於
板
瞬
、
殆
亦
海
繍
強
弱
之
有
異
、
相
沿
不
改
」
と
い
わ

れ
、
改
一唖
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

徐
挑
と
並
ん
で
も
う
一
つ
の
主
要
な
板
一
噛
法
の
停
播
地
域
は
松
江

瞳
場
で
あ
っ

た
。
こ
こ
は
岱
私

・
徐
私
の
侵
舗
が
最
も
激
し
か

っ
た

地
方
だ
け
に

こ
ζ

の
煎
煮
陪
現
場
が
う
け
た
打
撃
は
大
き
く

生
産

も
低
調
を
績
け
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
光
緒
六
年
に
岱
山
徐
桃
の

私
臨
揮
を
大
規
模
に
校
買
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
が
官
に
よ

っ
て
出
さ

れ
る
頃
か
ら
生
気
を
と
り
も
ど
し
た
よ
う
で
、
雨
漸
盟
運
司
恵
年
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
光
緒
七
年
裳
浦
場
を
筆
頭
に
青
村

・
横
浦

・
浦
東

各
場
合
せ
て
嘱
板
数
は
五
高
七
千
徐
塊
に
達
し
、

な
お
も

「
寵
戸
は

刷

任
意
に
板
片
を
私
製
し
、
改
煎
局
一
瞬
し
利
を
園
ら
ん
と
し
た
」
と
い

ぃ
、
光
緒
末
年
に
は
十
数
高
塊
を
超
え
る
に
至

っ
た
。
し
か
も
改
煎

局
嘱
を
行
っ
た
者
の
中
に
は
土
着
の
竃
戸
の
ほ
か
に
外
来
の
客
民
で

板
を
携
え
て
き
た
も
の
が
あ
り
、

松
江
府
筆
亭
蘇
知
牒
楊
開
第
が
こ

れ
ら
の
大
字
が
徐
挑

・
岱
山

・
鎮
海

・
定
海
な
ど
か
ら
き
た
と
い

っ

同

て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
ζ

の
他
に
江
北
の
南
通
呂
田
場
の

板
噴
法
が
あ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

以
上
戚
盟
問
治
以
後
の
岱
山
盤
の
侵
錆
と
こ
れ
に
と
も
な
う
板
暗

法
の
雨
漸
藷
壇
場
へ
の
停
播
の
経
過
を
概
観
し
て
き
た
が
、
行
論
に

用
い
た
史
料
の
中
に
は
と
も
す
る
と
太
卒
天
国
運
動
の
波
及
に
よ
り

盟
業
が
劃
期
的
に
嬰
化
し
、
そ
の
た
め
に
板
嘱
法
が
撞
頭
し
た
か
の

印
象
を
輿
え
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
お
お
む
ね
誇
張
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
板
一瞬
法
の
盛
行
は
そ
う
し
た
事
情

が
も
た
ら
し
た
影
響
と
は
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
も
、
本
質
的
に
は

生
産

コ
ス
ト

の
面
で
の
有
利
性
、
生
産
形
態
の
集
散
が
容
易
で
私
堕

生
産
に
う

っ
て
つ
け
で
あ

っ
た
と
い

っ
た
諸
黙
に
あ
り
、
こ
れ
が
清

中
期
以
降
の
祉
曾
経
済
的
事
情
と
結
合
し
た
と
ζ

ろ
に
盛
行
の
根
本

原
因
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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(2) (1)註

清
盛
法
志
、
谷

一
百
六
十
八
、
運
鋪
門
三
、
商
運

商
掘
削
閣
法
綴
纂
備
考
、
品
世
て
票
速
に
は
「
以
官
鞭
論
、
杭
嘉
松
各
場

鑑
、
無
不
沿
海
僻
慮
、
雌
経
賊
媛
、
受
害
向
経
、
一
自
粛
清
、
人
多
復

業
L

と
あ
る
。

ω
雨
掘
削
慶
法
繍
纂
備
考
、
省
一
、
票
運
、
同
治
五
年
八
月

ω
右

同

じ

谷

八

、

枚

私

二

、

岱

私

ω
清
騨
法
志
、
出
世
一
百
六
十
五
、
場
産
門
三
、
得
揮
下

仙
W

H

7

谷
一
百
七
十
五
、
徴
権
門
一
、
商
課
て
概
観

仰

岱

山

鋲
志
、
谷
四
、
志
盤
、

「
隠
務
紀
回
世
」

ωω
雨
新
盤
法
繍
纂
備
考
、
各
十
て
篠
案
二

帥
削
岡
松
江
府
組
桐
志
、
各
十
六
、
回
賦
志
、
堕
法
、
光
緒
十
年
刊

ωω
側
側
爾
掘
削
機
法
績
纂
備
考
、
出
世
六
、
復
地
位
開
陳



帥

右

同

じ

「

詰

燐

商

枚

岱

盤

」

倒
岱
山
鎮
志
、
各
四
、
志
堕
、
「
岱
頭
説
客
」

帥
爾
掘
削
堕
法
績
纂
備
考
、
谷
八
、
枚
私
ニ

帥
盤
法
通
志
、
品
恒
三
十
五
、
「
盛
具
」

帥
間
徐
挑
六
倉
志
、
準
法
、
民
国
九
年
刊

側

ω帥
師
側
爾
新
型
法
綴
纂
備
考
、
収
私
一

、
徐
私

闘

右

に

同

じ

、

政

私

て

篠

款

倒
「
以
私
堕
論
、
除
向
有
准
私
、
岱
麹
久
潟
大
宗
、
賊
擾
之
後
、
帽
板
日

多
、
街
鈴
日
庭
、
叉
増
以
近
年
新
添
之
徐
挑
曙
腹
、
毎
年
亦
共
五
六
十

高
引
」

ωに
同
じ

ω
鋲
海
市
脚
志
、
出
世
六
、
堕
課
、
民
園
二
十
一
年
刊

ω
郵
豚
通
志
、
食
貨
志

一
、
盟
業
、
民
国
刊

側
粛
山
間
牌
志
稿
、
各
六
、
回
賦
問
、
堕
謀
、
民
園
十
一
年
刊

生

吠

産

況

と
こ
ろ
で
板
嘱
法
に
よ
る
生
産
蹴
況
が
嘗
然
問
題
に
な
る
わ
け
で

あ
る
が

乙
れ
に
闘
す
る
資
料
は
き
わ
め
て
乏
し
い
た
め

こ
ζ

で

は
問
題
提
起
の
意
味
を
も
含
め
て
わ
か
っ
て
い
る
範
圏
内
で
の
ベ
て

み
た
い
。
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板
嘱
法
の
主
な
る
生
産
手
段
は
盛
田
と
噴
板
で
あ
る
。
盛
田
は
煎

嘱
を
問
わ
ず
採
誌
の
た
め
の
場
で
あ
り
、
岱
山
は
地
形
の
閥
係
か
ら

聾
回
は
海
潮
に
捜
し
な
い
山
裏
に
多
く
設
け
ら
れ
水
車
で
海
水
を
汲

み
あ
げ
る
。
慶
さ
は
二
・
三
畝
か
ら
十
能
畝
ぐ
ら
い
。
徐
挑
の
場
合

は
海
潮
が
運
ん
で
き
た
沙
土
が
堆
積
し
て
草
地
と
な

っ
た
と
ζ

ろ
を

数
年
お
い
て
草
を
刈
取
っ
て
造

っ
た
。
噴
瞳
の
器
具
た
る
嘱
板
は
材

料
は
杉
が
多
く
、
形
は
長
方
形
で
二
封
一
ぐ
ら
い
。
普
通
縦
が
七
・

八
尺
、
巾
三
・
四
尺
ぐ
ら
い
。
周
固
に
貯
摘
を
都
合
よ
く
す
る
た
め

深
さ
一
・
二
寸
の
聞
が
つ
け
ら
れ
、
板
面
は
な
め
ら
か
に
す
る
た
め

遁
度
に
削
ら
れ
、
漏
穴
、
隙
聞
は
接
合
構
(
油
灰
〉
や
板
で
補
完
す

る
な
ど
嘱
板
の
製
造
に
は
か
な
り
の
注
意
が
梯
わ
れ
て
い
る
。

ま

ぐ

わ

し

ゃ

べ

る

た

り

か

ど

て

ん
び
ん
ぼ
う

ほ
か
最
低
必
要
な
器
具
と
し
て
盟
胸
、
堕
鐙
、
盟
籍
、
扇
措
な
ど

が
あ
る
。

こ
の

r
D
 

C
O
 

生
産
方
法
は
製
補
と
噴
瞳
の
二
工
程
に
分
れ
、
製
法
は
煎
噴
共
通

で
、
南
漸
で
は
剖
土

・
瞬
灰
の
二
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。

剖
土
は
泥

土
を
用
い
て
探
滴
す
る
も
の
で
岱
山
徐
挑
を
は
じ
め
多
く
の
瞳
場
で

行
わ
れ
、
噴
灰
は
泥
土
の
代
り
に
灰
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お

詳
細
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
。
嘱
瞳
は
で
き
た
滴
を
一
瞬
板
に
注

ぎ
日
に
晒
す
の
で
あ
る
が
、
大
韓
板
一
枚
で
四
J
七
月
の
夏
期
に
は

一
日
二
回
噴
瞳
で
き
て
五
六
触
産
し
、
秋
冬
で
は
山
十
分
以
下
に
お
ち

る
。
腫
法
遇
志
、
雨
漸
の
項
に
は
、

「
凡
製
演
者
不
皆
従
事
煎
嘱
而

煎
噴
者
亦
不
登
先
事
製
浦
、
恒
遁
工
易
事
、

互
牧
其
利
」
と
あ
る
と



66 

と
ろ
か
ら
、

製
滴
と
噴
盟
で
は
分
業
が
一
躍
成
立
し
て
い
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

嘱
盤
が
煎
堕
に
比
べ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
の
べ
た
が
、

直
接
生
産
に
従
事
す
る

製
盟
労
働
者
の
努
働
は
非
常
に
苛
酷
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
家
ぐ
る
み
の
努
働
で
あ

っ
た
。
岱
山
鋸
志
に
は
「
惟

嘱
盤
雌
親
煎
堕
箆
使
、
然
其
成
盟
之
方
法
、
亦
非
経
数
十
手
足
之
力

不
矯
功
」
と
あ
り
、
前
述
し
た
侍
津
鴻
も

「
人
無
虚
口
、
老
幼
婦
女

遇
力
合
作
在
返
六
七
次
始
能
成
盤
、
或
潮
夜
至
恒
至
四
五
更
起
不
伸

英
努
、
蓋
較
之
煎
焼
所
省
者
惟
柴
薪
耳
、
若
論
人
力
則
質
倍
之
」
と

記
述
し
て

い
る
。

瞬
睦
生
産
に
用
い
ら
れ
る
盟
田
と
嘱
板
は
麗
民
の
最
大
の
財
産
で

も
あ

っ
た
。

「
岱
山
人
が
家
産
を
計
算
す
る
時
は

ち
ょ
う
ど
塞
外

人
が
馬
の
数
を
は
か
る
よ
う
に
、

多
く
盟
国
と
盤
板
数
を
は
か

つ
て

決
め
わ
」

と
い
わ
れ
、

従

っ
て
「
其
貧
富
覗
場
板
箆
錦
、
有
板
則

生
、
否
則
無
以
度
口
町
L

と
も
極
言
さ
れ
た
。
佐
伯
氏
も
「
中
国
で
は

木
材
は
高
債
で
あ

っ
て
寵
戸
で
は
多
数
の
嘱
板
を
購
入
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ

っ
た
ら
し
い
〕
と
の
べ
て
い
る
が
、
催
か
に
一
頃
板
は
高

債
で
あ
っ
た
。
民
聞
に
入

っ
て
か
ら
の
資
料
で
あ
る
が
、
郵
鯨
の
大

嵩
場
で
改
煎
矯
輔
が
行
わ
れ
た
際
、

一
一
瞬
板
の
製
作
費
が
三
元
か
か

り

一
家
を
維
持
す
る
の
に
三
十
塊
必
要
で
九
十
元
の
費
用
が
求
め

ら
れ
た
が
、
大
嵩
場
盤
民
の
生
計
で
は
賄
え
ず
、

を
創

っ
て
資
金
を
融
通
し
た
と
い
う
。

一
方
盟
田
も
騰
貴
す
る
傾
向

「
盟
民
借
銭
局
L

に
あ
っ
た
。
徐
挑
壇
場
の
例
で
あ
る
が
、
製
聾
者
が
少
な
か
っ
た
頃

は
丁
主
(
地
主
)
か
ら
毎
畝
銀
二

・
三
角
で
購
入
で
き
、
自
由
に
開

闘
で
き
た
が
、

人
口
増
加
に
倖
い
田
慣
も
漸
貴
し
、

土
質
の
製
盟
に

適
す
る
か
否
か
に
よ
4

て
毎
畝
一

・
二
元
か
ら
十
鈴
元
に
達
し
た
。

ζ

う
し
た
事
貰
か
ら
推
し
て

一
般
の
濁
立
製
腫
者
H
盟
民
の
瞳
回

-
瞳
板
の
所
有
に
は
限
界
が
あ
り
、
お
く
れ
て
瞳
場
に
移
住
し
て
い

nD
 

no 

っ
た
無
産
者
に
と

っ
て
は
濁
立
し
た
製
盤
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

同
治
十
年
七
月
松
江
甲
商
許
慶
曾
の
上
奏
文
に
「
岱
地
情
形
、
塗

多
国
少
、
窮
禁
剖
淋
震
活
、
大
戸
該
板
、
小
戸
一
瞬
盟
、
日
産
自
答
、

籍
信
用制
口
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
大
雑
把
で
は
あ

る
が
、
岱
山
で
は
極
貧
層
が
製
摘
に
従
事
し
、
大
戸
が
板
を
備
え
て

小
戸
が
噂
堕
す
る
と
い
う
闘
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
窮

禁
は
お
ち
ぶ
れ
た
か
或
は
遅
れ
て
移
住
し
た
無
産
者
で

お
そ
ら
く

瞳
回
を
小
戸
や
大
戸
か
ら
借
り
て
製
ル
潤
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小

戸
の
貫
態
は
と
の
資
料
だ
け
で
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
自
己
の
板
を
も

っ



と
共
に
大
戸
か
ら
も
借
り
て
嘱
聾
し
た
者
で
、
板
戸
と
帯
さ
れ
る
も

の
が
と
れ
に
相
嘗
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
民
園
三
年
の
統
計

で
は
岱
山
板
戸
は
二
千
二
百
八
十
五
戸
に
達
し
て
い
る
。
大
戸
に
闘

し
て
も
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が
、

同
治
十
一
年
岱
瞳
が
牧
盟
商
人
厳
商
に

よ
っ
て
牧
賀
さ
れ
た
時
に
、
在
地
の
紳
董
柱
首
ら
が
枚
買
の
仲
介
の

同

「
包
牧
包
運
、
自
多
分
肥
」
し
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
光

役
を
果
し
、

緒
七
年
に
は
盟
務
董
事
に
選
ば
れ
た
八
人
の
紳
士
長
老
と
共
に
柱
首

帥

が
板
戸
の
板
の
取
締
監
督
の
責
を
負
わ
さ
れ
た
と
の
記
載
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
多
分
こ
う
し
た
在
地
の
名
望
家
有
力
者
を
含
ん
だ
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
注
目
す
べ
き
は
上
掲
し
た
廠
商
に
よ
る
聾
場

支
配
が

一
方
で
進
ん
で
い
た
と
と
で
あ
る
。
岱
山
鎮
志
、
容
四
志
瞳

同

附
録
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
え
る
。

「
岱
山
向
無
灘
地
井
竃
名
目
、
調
査
官
板
計
十
九
寓
零
五
百
六
十

塊
、
叉
倉
棚
田
百
五
十
六
問
、
計
可
儲
盟
三
千
六
百
七
十
高
斤
‘

並
非
官
有
」

と
れ
に
よ
り
民
国
四
年
に
は
腫
板
の
大
牢
が
廠
商
の
所
有
に
腸
し
て

均
係
顕
商
建
設
、

い
た
と
と
が
わ
か
る
。
官
板
の
外
に
私
板
が
相
首
数
あ

っ
た
か
ら
完

全
支
配
と
ま
で
は
い
か
な
か

司
た
と
思
う
が
、
厳
商
が
岱
醸
の
枚
買

6τ 

を
は
じ
め
た
光
緒
初
頃
か
ら
廠
商
資
本
の
生
産
面

へ
の
侵
透
が
す
す

ん
だ
も
の
と
み
え
る
。
厳
商
と
は
岱
山
徐
挑
の
板
嘱
瞳
を
専
門
に
牧

買
す
る
瞳
商
で
、
雨
准
の
場
商
に
匹
敵
す
る
も
の
と
み
て
よ
く
、

ζ 

れ
に
は
蘇
五
属
の
引
商
の
う
ち
最
も
富
裕
な
も
の
が
充
て
ら
れ
た
。

寧
波
出
身
で
民
国
初
期
の
瞳
政
改
革
家
景
本
白
は
と
の
販
商
に
つ
い

て

一
方
面
以
高
償
俸
輿

「
一
方
面
以
廉
慎
重
秤
牧
揮
盤
迫
瞳
戸
、

運
商
市
致
厚
利
」
と
そ
の
性
格
を
喝
破
し
て
い
る
が
、
岱
山
鎮
志
に

は
廠
商
の
枚
買
に
闘
す
る
一
事
例
と
し
て
、
光
緒
十
三
年
岱
山
板
戸

劉
戚
茂
ら
が
洋
慣
毎
元
銭
一
千
八
十
文
の
比
率
で
瞳
を
買
ろ
う
と
し

た
が
、
廠
商
は
比
率
を
毎
元
銭
一
千
一
百
四
十
文
に
つ
り
上
げ
て
牧

弓

dno 

貢
し
よ
う
と
し
、
板
戸
と
の
聞
に
紛
争
が
起

っ
た
が
、
蘇
五
属
の
甲

商
(
引
商
・
厳
商
の
線
商
〉
の
塵
力
で
廠
商
の
立
場
が
貫
徹
さ
れ
た

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
と
う
し
て
地
方
官
憲
を
凌
ぐ
権
力
を
も

っ
た

と
い
わ
れ
る
甲
商
・
廠
商
の
支
配
の
下
に
盤
民
の
困
窮
は
ま
し

不

満
は
累
加
し
て
い

っ
た
わ
け
で
、
辛
亥
革
命
に
際
し
て
は
「
岱
山
盤

民
が
盤
務
組
合
を
設
立
し
て
千
徐
人
を
緊
血
然
し
て
商
厳
を
顛
覆
し
よ

う
と
し
た
」
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
ま
た
ζ

の
時
、
雨
漸
で
も
盤
政
改

革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
廠
商
が
反
改
革
の
先
鋒
に
立

っ
た
た

帥

め
に
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う。

清
末
に
な
り
岱
山
瞳
場
は
衣
第

に
こ
う
し
た
前
期
的
性
格
の
濃
い
廠
商
資
本
に
よ

っ
て
支
配
統
合
さ
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れ
、
雨
准
に
み
ら
れ
る
場
商
に
よ
る
問
屋
制
的
生
産
組
織
の
如
き
も

の
が
出
現
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

徐
桃
盟
場
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
事
買
を
示
す
具
瞳
的
資
料
に
乏

し
い
が
、
結
果
的
に
は
岱
山
と
同
様
の

コ
l
ス
を
と

っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
徐
挑
躍
場
は
先
述
し
た
よ
う
に
左
右
に
正
規
の
煎
煮
盤
場

を
控
え
、
漸
東
の
山
間
地
を
背
負
う
と
い
う
環
境
に
お
か
れ
て
い
た

が
放
に
、
そ
の
護
展
は
そ
れ
ら
と
の
関
連
を
ぬ
き
に
し
て
は
論
ぜ
ら

れ
な
い
。
特
に
徐
挑
盤
場
の
製
盟
努
働
力
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
山

間
地
か
ら
動
員
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。
徐
銚
六
倉
志
は
明
代
以
来
の
徐

挑
盤
場
の
饗
濯
を
の
べ
た
あ
と
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
至
清
一維
正
朝
丁
擁
於
地

而
地
之
業
戸
皆
係
本
邑
土
着
、
乾
嘉

以
来
、

丈
地
分
丁
、
近
数
十
年
山
曾
客
民
入
境
、
願
賃
滴
地
剖
泥

離
嘱
蒸
滴
篤
業
、
六
倉
丁
戸
倒
其
窮
無
所
依
、
既
賃
之
地
弛
其
租
、

由
是
来
者
盆
衆
、
生
歯
日
紫
、
演
海
一
帯
、
自
成
風
気
温
、
商
厳

林
立
推
慶
運
鈎
、
」

こ
の
資
料
か
ら
推
し
て
、
乾
隆
嘉
陵
以
降
、
徐
挑
瞳
場
の
生
産
関
係

に
一
つ
の
鈍
化
が
起

っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
乾
隆
嘉
慶
年
聞
に
堕
場

の
土
地
丈
量
が
行
わ
れ
て
土
着
の
丁
戸
に
土
地
が
分
奥
さ
れ
、

乙
れ

が
聾
場
の
所
有
者
と
な
る
に
至

っ
た
が
、

そ
の
後
同
治
初
頃
、
漸
東

の
山
間
地
帯
か
ら
客
民
が
や
っ
て
き
て
丁
戸
か
ら
滴
地
を
か
り
て
煎

嘱
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ζ

の
頃
に
は
盛
田
の
債
格
も
昂

っ
て
客
民

に
は
購
入
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
れ
ら
は
別
に
溜
戸

と
も
よ
ば
れ
た
。
同
治
十
二
年
撞
運
使
宗
室
霊
が

「
査
溜
戸
剖
淋
蒸

本
興
佃
戸
承
種
民
田
無
異
L

と
い
っ
て

い
る

ζ

と
か
ら

滴
配
煎
、

も

丁
戸
と
溜
戸
の
聞
に
地
主
佃
戸
関
係

が
結
ぼ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
か
れ
ら
は
製
滴
に
従
う
ほ
か
に
一
瞬
瞳
に
従
事
す
る
も
の
も
い
た

わ
け
だ
が
、
嘱
板
敷
は
同
治
十
二
年
で
十
蔑
塊
を
超
え
、
光
緒
四
年

で
は
二
十
二
高
に
達
す
る
と
い
う
急
激
な
増
大
を
示
し
て
い
っ
て
お

oo 
no 

そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
官
が
瞳
板
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
に

「宮
戸
出
租
之
板
可
盤
、
貧
戸
仰
藷
之
板
難
憲
民
と
言
明
し
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
、
岱
山
に
み
ら
れ
た
大
戸
|
小
戸
と
類
似
の
閥
係

りが
徐
挑
で
も
す
す
ん
で
い
た
ζ

と
が
推
察
さ
れ
る
と
共
に
、
す
で
に

官
が
直
接
一噛騨
者
に
よ
る
生
産
増
大
を
抑
え
き
れ
な
い
吠
態
に
達
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ζ

の
間
に
あ

っ
て
上
掲
資
料
の
「
荷

厳
林
立
推
慶
運
鋪
」
と
い
う
記
載
か
ら
み
て
、
岱
山
同
様
厳
商
資
本

の
瞳
場
進
出
が
次
第
に
す
す
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(1)註

岱
山
銀
志
(
民
国
十
六
年
刊
)
、
定
海
豚
志
(
民
園
十
四
年
刊
)
、
除
銚



堕
法
適
志

(
省
三
十
五
、
場
産
門
九
)
な

六
倉
志
(
民
園
九
年
刊
)
、

ど
に
よ
る
。

ω
昌
也
三
十
五
、
場
産
門
九

ω
岱
山
銀
志
「
岱
堕
説
略
」

ω同
制
右
問
、
「
菓
報
査
貼
堕
板
文
」

ω

右
問
、
各
二
十
、
附
録
岱
山
抽
出
記

仰
「
清
代
輝
政
の
研
究
」
六
六
頁

ω
郵
豚
通
志
、
食
貨
て
盟
業

附
録
挑
六
倉
志
、
堕
法

ω帥
雨
新
型
法
績
纂
備
考
、
各
八
、
政
私
二
、
岱
私

ω帥
岱
盤
鋲
志
、
昌
也
四
、
志
堕

ω
民
園
四
年
九
月
一
日
付
江
日
報
の
記
事
を
縛
載
し
た
も
の
。

側
側
堕
迷
専
刊
、
省
一
、
第
二
期
「
種
務
革
命
史
」

帥
岱
山
鋲
志
、
谷
十
三
、
人
物
、
莫
文
田

側
諸
問
堕
法
志
、
倉
一
百
六
十
五
、
場
産
問
三
、
格
彊
下

側
爾
掘
削
出
血
法
綴
纂
備
考
、
政
私

四

私
盟
封
策
の
失
敗
と
江
湖
私
盤
集
圏

同
治
末
年
か
ら
光
緒
初
年
に
か
け
て
、
官
の
岱
私
徐
私
に
謝
す
る

叫
到
策
は
一
つ
の
や
ま
ば
を
む
か
え
た
。
そ
と
に
は
先
述
せ
る
同
治
中

興
の
相
封
的
安
定
を
背
景
と
し
て
、
同
治
八
・
九
年
に
復
興
し
た
引
商

制
、
綱
商
制
の
再
建
強
化
と
い
う
問
題
が
あ

っ
た
。
だ
が
、
蘇
五
属
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の
引
商
制
は
同
治
十
一
年
に
お
い
て

一
招
商
認
排
以
来
、

己
及
四

載
、
錆
数
日
短
、
歓
課
日
培
、
准
岱
徐
場
各
私
慮
々
侵
濯
、
以
致
巡

務
顧
此
失
彼
、
鮪
敷
貰
無
把
握
」
「
若
不
歪
聞
費
計
、
商
人
賠
課
力

必
至
紛
紛
請
退
、
引
地
重
慶
」
と
い

っ
た
重
大
な
危
機
に

有
難
支
、

直
面
し
て
い
た
。
蘇
五
属
引
地
の
再
建
は
絵
挑
南
私
の
牧
買
い
か
ん

に
か
か

っ
て
い
た
。
か
く
て
杭
州
・
嘉
輿
・
松
江
三
所
の
甲
商
に
よ

同
治
十
年
十
一
月
岱
私
、
翌
十
一
年
二
月
徐
私
の
牧
買
が
決

定
さ
れ
、
盟
商
が
官
に
代
り
牧
買
を
措
首
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

岱

「
て、

山
で
は
甲
商
許
慶
品
目
が
首
地
の
情
形
に
熟
知
し
た
定
海
翠
人
陳
賓
康

四
廠
を
設
け
在
地
の
有
力
者
た
る
柱
首
・
紳
董
に

枚
買
を
手
停
わ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
蘇
五
属
地
帯
の
販
運
規
定
額
は
三

を
廠
商
に
任
じ
、
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十
寓
引
で
あ

っ
た
が
、
太
卒
天
園
以
後
の
買
際
の
販
買
額
は
三
J
五

高
引
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
時
の
嘗
面
の
販
運
目
標
額
は
六
高
六
千
引
に

お
か
れ
、
う
ち
牢
分
が
岱
私
の
牧
買
に
嘗
て
ら
れ
た
。
商
枚
は
岱
山

で
牧
買
を
行
う
外
商
(
巌
商
〉
と
蘇
玉
属
で
販
買
に
嘗
る
内
商
(
引

商
)
の
二
手
に
分
れ
た
。
か
く
て
か
ろ
う
じ
て
資
本
十
数
高
が
調
達

さ
れ

八
ヶ
月
お
く
れ
て
十
一
年
八
月
か
ら
牧
買
が
開
始
さ
れ
、
十

一
月
ま
で
に
九
千
引
が
蘇
五
属
張
家
庫
へ
運
ば
れ
た
が

一
向
に
買
れ

な
い
。
理
由
は
牧
買
債
格
が
や
や
高
す
ぎ
、
内
商
外
商
の
二
手
を
経

た
た
め
運
搬
経
費
が
か
さ
ん
だ
ζ

と
、
柱
首
・
紳
童
ら
が
中
飽
し
た
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と
と
な
ど
に
よ
り
、

た
。
し
か
も
牧
買
額
は
月
四
千
引
で
岱
臨
全
瞳
か
ら
み
れ
ば
氷
山
の

岱
盟
慣
が
場
盟
債
を
上
回

っ
た
ζ

と
に
あ

っ

一
角
を
削
取

っ
た
に
す
ぎ
ず

一
方
向
じ
張
家
庫
に
は
泉
販
の
巣
湖

船
四
五
百
脱
が
雲
集
し
、
十
一
年
正

・
二
月
の
二

ヶ
月
聞
で
十
蔦
徐

引
の
岱
山
私
盤
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た
と
と
か
ら

も
枚
買
販
運
に
嘗
る
廠
商
引
商
を
ま
す
ま
す
尻
込
み
さ
せ
た
。
か
く

て
二
年
足
ら
ず
で
「
商
本
不
足
、
閉
廠
停
牧
」
し
て
し
ま
う
。
全
く

「上
に
虚
恩
あ
り
下
に
貰
恵
な
き
U

商
牧
に
終

っ
て
し
ま
っ
た
。

か
く
て
こ
の
時
期
の
漸
西
蘇
五
腐
の
引
商
に
よ
る
販
運
額
は
規
定

額
の
五
分
の

一
以
下
に
低
迷
し
た
。
そ
こ

で
再
び
奮
起
し
た
杭
州

・

嘉
輿
・
松
江
三
所
の
甲
商
が
引
商
に
よ
び
か
け
、
光
緒
六
年
八
月
十

ケ
僚
の

「
徐
挑
嘱
盟
板
片
給
債
政
買
並
運
章
包
」
を
定
め
た
。
主
眼

貼
は
①
徐
岱
南
地
の
瞬
板
数
を
査
定
し
て
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
。

岱
山
は
現
存
す
る
十
九
寓
一
千
九
百
八
十
三
塊
の
板
を
十
八
高
九
千

九
百
塊
に
減
じ
、
徐
挑
は
二
十
二
高
五
千
六
百
六
十
五
塊
を
十
八
高

一
千
一
百
十
六
塊
に
減
ず
る。

増
板
を
防
ぐ
た
め
十
家
を
一
組
と
し

て
速
度
制
を
採
用
し
た
。
②
板
に
は
官
が
熔
印
し
て
官
板
と
し
て
の

輩
明
書
を
出
し
、
官
板
か
ら
産
出
さ
れ
る
瞳
は
廠
商
が
責
任
を
も

っ

て
牧
買
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ

た
。
廠
商
に
は
蘇
五
回
廊
引
商
の
う

ち
で
最
も
富
裕
と
さ
れ
た
張
恒
源
、
張
順
商
の
二
商
が
充
て
ら
れ
た

』ま

か

「安
大
」
と
い
う
合
緋
組
織

別
に
中
小
の
引
商
が
合
資
し
て

を
創
り
こ
の
三
者
が
首
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
に
か
く
嘱
板
の
増
大

を
巌
格
に
抑
え
て
徹
底
的
に
牧
買
し
よ
う
と

い
う。フ

ラ
ン

が
打
ち
出

さ
れ
た
と
と
は
、
数
十
年
来
徐
岱
の
一噛
私
に
患
わ
さ
れ
て
き
た
地
方

「
貫
に
千
載
一
時
の
曾
」
で
あ

っ
た
わ
け

官
憲

・
盤
商
に
と

っ
て

で
、
今
ま
で
嘱
板
の
貫
態
に
頓
着
し
な
か

っ
た
官
側
が
腰
を
す
え
て

ζ

れ
と
取
組
む
意
欲
を
示
す
に
至

っ
た
こ
と
と
共
に
、
板
一
一
瞬
壇
場
公

認
化
へ
の
道
を
聞
い
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
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た
だ
こ
の
。フ
ラ
ン
が
事
買
上
ど
の
程
度
の
成
果
を
あ
げ
得
た
か
と

い
う
ζ

と
に
な
る
と
悲
観
的
材
料
し
か
で
て
こ
な
い
。
東
華
績
録
に

よ
る
と
引
商
に
よ
る
蘇
五
局
へ
の
販
運
額
は
、
光
絡
十
五
年
に
は
よ

く
な

っ
て
も
規
定
額
の
三
分
の
一
に
及
ば
ず
、
二
十
九
年
に
は
十
二

高
引
足
ら
ず
と
い
う
欣
況
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
官
が
ど
の
程
度
増

板
(
私
板
)
を
抑
え
得
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
徐
銚
で
は
民

国
三
年
首
時
で
官
徐

(
私
)
雨
板
合
し
て
三
十
七
寓
塊
に
達
し
、
岱

ゆ

山
で
も
私
板
は
官
板
の
五
分
の
四
に
達
し
た
と
い
う
。
加
え
て
前
述

せ
る
廠
商
が

「
廉
債
牧
買
」
を
強
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

の
製
聾
者
を
版
私
に
追
い
や
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
多
く



と
ζ

ろ
で
乙
の
時
期
に
お
け
る
岱
私
を
め
ぐ
る
一
つ
の
新
し
い
現

象
と
し
て
、
岱
盟
が
長
江
流
域
へ
も
大
規
模
に
私
販
さ
れ
は
じ
め
た

と
と
で
あ
る
。
光
緒
八
年
四
月
南
江
線
督
左
宗
業
は
南
准
の
私
瞳
の

害
に
つ
い
て
湖
北
の
川
私
、
湖
南
の
号
私
に
言
及
し
た
あ
と
、

意
外
之
私
、
如
漸
江
岱
山
所
出
之
個
盤
、
債
極
廉
市
産
極
旺
、
寧
波

釣
船
爽
板
洋
船
公
然
襲
載
、
由
海
口
敏
入
長
江
、
挿
用
洋
旗
、
不
服

盤
詰
、
内
地
輪
船
亦
然
」
と
言
明
し
て
い
る
。
瞳
法
遁
志
に
よ
る
と
、

汽
船
は
英
国
船
が
多
く
招
商
局
も
含
ま
れ
た
ら
し
い
。

湖
北
督
鋪

局
は
「
他
の
私
瞳
は
局
半
ト
で
萱
税
を
支
梯
う
の
に
、
岱
私
だ
け
は
ノ

ン
ス
ト

y

プ
で
通
過
し
て
し
ま
う
」
と
な
げ
き
、

「
課
飼
を
硬
げ
る

乙
と
甚
鉦
」
買
に
「
郭
省
心
腹
之
害
」

で
あ
る
と
し
て
取
締
強
化
を

訴
え
た
の
だ
っ
た
。
主
要
運
搬
者
に
つ
い
て
は
線
税
務
司
は
船
中
の

水
手
・
煤
手
で
あ
る
と
い
う
が

中
国
側
は
毎
年
査
獲
す
る
岱
聾
だ

け
で
二
・
三
高
斤
を
下
ら
な
い
所
か
ら
、
水
手
の
費
力
で
は
賄
え
な

い
と
み
、
明
ら
か
に
闇
商
業
資
本
さ
ら
に
外
国
資
本
の
動
き
を
想
定

し
て
い
る
。
西
欧
列
強
の
進
出
が
思
わ
ぬ
所
に
波
及
し
た
も
の
で
あ

る
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さ
て
、
こ
こ
で
今
ま
で
の
ベ
て
き
た
板
嘱
法
の
南
漸
諸
聾
場

へ
の

普
及
と
そ
れ
に
伴
う
襲
貌
の
貫
態
を
総
括
す
る
意
味
で
、
宣
統
二
年

に
漸
江
巡
撫
培
輔
が
中
央
政
府
の
督
緋
瞳
政
大
臣
あ
て
提
出
し
た

「
整
頓
雨
漸
撞
務
要
墨
」

の

一
斑
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
南
漸
聾
務
は
従
来
煎
噴
並
行
し
、
侵
越
が
な
か
っ
た
。

近
年
板

其

煎
瞳
(
線
産
額
約
二
十
高
引
)
の
販
路
は
自
に
縮

少
し
、
嘱
盟
の
生
産
は
日
に
増
し
て
き
(
線
産
額
約
六
十
寓
引
〉
産

額
の
大
宗
は
か
え

っ
て
三
十
二
場
の
外
に
移

っ
た
。
現
在
産
瞳
の
最

(
産
額
各
々
約
二
十
高
引
)

盛
竃
稀
と
な
り
、

も
多
い
所
は
ま
ず
徐
挑
・
岱
山

で
あ

り
、
と
れ
ら
は
も
と
も
と
正
規
の
盟
場
で
は
な
い
。
衣
が
松
江
の
嚢

浦
青
村
横
浦
等
の
瞳
場
(
産
額
約
二
十
高
引
〉

で
亦
板
嘱
之
盟
で
あ
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る
。
と
こ
ろ
で
煎
盟
各
場
は
麿
弛
し
た
も
の
多
く
、
煎
揮
の
竃
は
原

額
の
牢
に
及
ば
ず
、
龍
頭
等
場
な
ど
は
封
竃
停
煎
し
て
農
業
に
改
め

て
し
ま

っ
た
。

思
う
に
各
場
沿
海
の
躍
沙
が
日
に
多
く
な
り
、
潮
水

蹴
水
が
次
第
に
う
す
く
な
り
、
こ
れ
が
滴
汁
を
不
濃
に
さ
せ
、
甚
し

き
は
滴
滴
無
出
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
ど
う
し
て
も
徐
桃
の
滴
を
買

っ
て
煎
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
滴
料
薪
工

の
騰
踊
し
な
い
も
の
は
な
く
、
成
本
重
く
、
信
債
は
昂
り
、
商
人
は

貧
賎
舎
貴
し
て
往
往
嘱
聾
に
改
購
す
る
よ
う
に
な
り
、

従

っ
て
煎
盟

の
販
路
は
日
に
短
縮
し
、
竃
戸
は
商
牧
漸
少
に
よ

っ
て
、
経
費
の
や

り
く
り
が
つ
か
ず
煎
製
す
る
力
が
な
く
な
り
、
鹿
竃
は
さ
ら
に
多
く
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な
る
。
噴
監
は
成
本
軽
く
産
は
旺
ん
で
債
格
は
廉
い
、
官
・
私
板
数

は
散
漫
無
稽
で
、
商
牧
は
販
貰
額
に
限
り
が
あ
り
、
徐
盤

(約
四
十

高
引
)
は
悉
く
私
販
に
供
せ
ら
る
。
寵
場
で
は
産
錯
倶
に
不
足
し
て

い
る
の
に
、
嘱
場
で
は
蓬
は
鋪
を
上
回

っ
て
い
る
」
(
カ
ッ
コ
の
産

額
は
増
姐
の
見
積
額
で
あ
る
)
雨
漸
瞳
業
の
重
心
は
完
全
に
非
公
認

の
徐
挑
岱
山
の
板
晦
堕
場
に
移
り
、
官
公
認
の
停
統
的
煎
煮
堕
場
は

次
々
に
姿
を
消
し
農
業
に
改
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
う
し
た
南

漸
盟
業
の
費
貌
を
、
雨
漸
と
半
ば
同
じ
運
命
に
直
面
し
て
い
た
准
南

腫
場
の
一
角
南
通
に
あ

っ
て
「
永
ら
く
監
事
に
習
聞
し
た
」
と
い
う

張
審
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
准
南
盟

並
木
は
中
国
最
大
の
行
盟
地
を
背
景
に
繁
祭
を
誇
っ
て
き
た
が
、
清
末

に
お
い
て
蕩
草
を
燃
料
と
す
る
煎
煮
法
が

コ
ス
ト
高
で
行
詰
り
、
海

岸
線
の
饗
動
が
加
っ
て
衰
退
を
一示
し
、
南
准
盛
業
の
中
心
は
嘱
法
に

依
る
准
北
堕
場
に
移
っ
た
翻
が
あ

っ
た
。
張
審
は
と
う
し
た
准
南
腫

場
の
打
開
策
と
し
て
、

ζ

れ
ま
で
の
煎
法
を
改
良
し
た
「
緊
煎
マ
ニ

ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
」

を
は
じ
め
る
と
共
に

コ
ス
ト
低
下
を
ね
ら
っ

て
板
一瞬
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
無
用
と
な
っ
た
盤

場
草
地
に
盤
墾
公
司
を
設
立
し
、
草
地
を
開
墾
し
て
植
棉
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
買
業
の
琵
展
を
は
か

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
な
お
張
審
の
態

業
経
営
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
曾
に
ゆ
ず
り
た
い
。

最
后
に
板
噴
盟
を
江
新
地
帯
に
私
版
し
た
私
盤
販
徒
、
私
盤
集
圏

に
つ
い
て
少
し
み
て
み
た
い
。

ζ

の
地
域
に
お
け
る
私
盤
販
徒
は
大

と
帯
さ
れ
る
も
の
で
販
運
高

小
二

つ
に
分
れ
る
。

トま

「
土
泉
」

も
数
百
斤
を
超
え
ず
、
主
に
海
演
で
自
煎
自
嘱
し
た
者
が
行
い
、

私
領
域
も
限
界
が
あ

っ
た。

版

ζ

れ
に
封
し
大
な
る
も
の
は
普
通
官

憲
か
ら
「
泉
匠
」
「
腫
匠
」
と
よ
ば
れ
、
船
数
十
百
般
を
連
ね
て
出

複
す
る
も
の
で
、
ふ
だ
ん
は
民
と
雑
廃
し
て
販
私
と
賭
博
に
よ
っ
て

生
活
し
、
集
圏
を
つ
く

っ
て
横
行
し
、
時
に
は
「
彊
借
強
索
」
、
「
捜
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人
勅
膿
」
、
「
白
垂
直
槍
剖
」
を
行
い
、
官
兵
が
き
て
も
少
数
な
ら
ば
手

向
い
、

兵
多
け
れ
ば
地
形
の
錯
綜
し
た
太
湖
デ
ル
タ
周
遊
の
ク
リ
ー

ク
、
船
着
場
に
逃
込
ん
で
民
を
装
う
。
か
れ
ら
の
巣
窟
は
一
定
し
て

お
ら
ず
、
民
匪
雑
廃
し
て
し
ま
う
と
地
形
に
熟
知
し
た
官
兵
で
も
手

中
に
は
絹
私
兵
よ
り
も
速
い
船
を
も

ち
、
優
秀
な
武
器
を
携
帯
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。
こ
う
し
た
グ
リ

の
下
し
ょ
う
が
な
く
な
る
。

ー
ク
を
通
路
と
す
る
複
雑
な
地
形
と
調
密
な
人
口
密
度
を
も

っ
た
江

漸
地
帯
は
販
徒
の
活
動
に
紹
好
の
場
を
提
供
し
た
。

土
着
の
者
よ
り
他
地
方
か
ら
の
客
民
が
多
か

っ
た
。
陶
成
章
は
こ
れ

こ
れ
ら
販
徒
は

を
①
漸
東
温
州
台
州
地
方
、

②
江
北
院
北
地
方
、
①
江
南
院
南
漸
西



地
方
の
三
つ
に
分
け
、
①
を
主
督
、
②
を
客
督
、
①
を
巣
湖
習
と
よ

び
、
三
者
は
慶
習
と
も
線
稽
さ
れ
、
組
織
方
法
、

口
一
蹴
・
暗
暁
な
ど

に
濁
自
の
も
の
を
も
ち
、
天
地
曾
、
洪
門
の
系
統
を
ひ
き
、
寄
老
曾帥

と
は
兄
弟
結
義
の
閥
係
が
あ
る
と
い

っ
た
と
ら
え
方
を
し
て
い
る

が
、
官
製
資
料
で
は

た
と
え
ば
光
緒
三
十
四
年
嘉
輿
湖
州
一
帯
で

盛
行
し
た
巣
匠
に
つ
い
て
「
査
此
項
匪
徒
、
:
:
:
其
籍
貫
以
院
省
之

焦
湖
(
合
肥
)
人
矯
最
多
、
南
湖
人
衣
之
、
温
台
人
亦
一
雑
其
両
」
と

あ
り
、
湖
慶
を
除
け
ば
、
陶
成
章
の
分
類
に
一
致
し
て
い
る
。
し
fこ

が
っ
て
臣
徒
の
出
身
地
は
大
雑
把
に
み
て
上
記
の
陶
成
章
が
直
分
し

た
三
地
方
の
ほ
か
に
①
湖
慶
地
方
を
加
え
た
四
つ
の
地
方
が
主
た
る

も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
官
製
資
料
に
は
「
漸
西
青
紅
智
匪
、
太
湖
之
聾
版
、
蘇
松
一

制

同

帯
の
青
皮
光
査
」
「
通
州
常
熟
江
陰
等
の
寄
老
曾
糧
智
」
と
い
っ

た
記
述
が
み
え
、
集
臣
は
江
漸
地
帯
で
も
地
域
に
よ
り
呼
稿
、
性
格

を
異
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が

と
れ
ら
の
集
固
に
共
通
す
る

貼
は
、
例
外
な
く
私
盟
販
買
を
業
と
し
、

と
れ
を
経
済
的
基
礎
と
し

て
強
固
な
秘
密
組
織
を
結
成
し
、
組
織
的
に
行
動
し
た
反
社
舎
的
反

瞳
制
的
集
圏
で
あ
り
、
さ
ら
に
反
満
的
傾
向
を
も

っ
た
も
の
も
い
た
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ζ

と
で
あ
る
。
江
、
ポ
地
域
特
有
の
立
地
篠
件
と
、
周
圏
に
岱
山
・
徐

挑
・
松
江
・
准
南
な
ど
の
慈
大
な
盟
産
地
が
存
在
し
た
と
と
は
こ
れ

ら
の
反
瞳
制
的
集
圏
の
成
立
存
績
の
祉
曾
的
経
済
的
基
礎
傑
件
と
な

り
、
か
れ
ら
は
こ
う
し
た
瞳
産
地
と
江
漸
地
帯
と
の
聞
に
錯
綜
す
る

私
聾
販
貰
網
に
組
み
入
れ
ら
れ

と
れ
に
支
え
ら
れ
て
雄
大
な
勢
力

そ
保
ち

さ
ら
に
統
合
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

と
ζ

ろ
で
反
瞳
制
的
集
圏
と
い
っ
て
も
、
清
末
の
出
現
動
す
る
政
治

的
諸
情
勢
の
中
に
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
が
た
ど
る
方
向
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で

紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
こ
で
は
一
不
例
と
し

て
、
徐
貫
山
、
余
孟
庭
と
い
う
大
小
二
人
の
盤
白
黒
が
た
ど
っ
た
コ

l
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ス
を
示
し
て
お
き
た
い
。

徐
貧
山
は
本
名
を
徐
懐
謹
と
い
い
、
鎮
江
丹
徒
鯨
の
出
身
で
、
光

緒
二
十
五
年
五
月
七
濠
口
で
「
春
賓
堂
」
を
設
立
し
て
か
ら
勢
威
を

あ
げ
、
や
が
て
揚
州
十
二
坪
を
本
接
と
し
、
任
春
山
、
許
蓉
粛
を
左

右
の
腹
心
と
し
、
各
地
の
臭
販
を
服
属
さ
せ
て
版
私
圏
を
慶
げ
る
に

至
る
が
、
そ
の
規
模
は
「
上
は
大
通
蕪
湖
漢
口
江
西
よ
り
、
下
は
江

陰
に
至
る
ま
で
長
江
千
絵
皇
、
時
に
該
匪
の
私
瞳
船
そ
の
聞
に
出
浪

悼

す
る
も
の
多
く
七
百
徐
競
、
黛
衆
高
徐
」
と
帯
さ
れ
、
准
北
及
徐
挑

帥

酒
井
忠
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
清
末

瞳
場
に
も
支
配
が
及
ん
だ
と
い
う

e

長
江
流
域
に
お
い
て
強
大
な
勢
力
を
も
つ
に
至
っ
た
寄
老
曾
、

と
く
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に
下
流
域
の
都
市
寄
老
舎
の
撞
頭
の
基
礎
篠
件
を
な
し
た
も
の
は
上

海
を
中
心
と
す
る
長
江
デ
ル
タ
地
帯
の
私
堕
流
通
網
に
あ
り
、
徐
賓

山
は
こ
れ
ら
に
勢
威
を
張
る
こ
と
に
よ
り
、

下
流
域
の
寄
老
舎
の
勢

力
を
結
集
さ
せ
る
上
で
奥
っ
て
カ
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

く
て
光
緒
二
十
六
年
長
江
流
域
に
お

い
て
唐
才
常
ら
に
よ

っ
て
計
輩

さ
れ
た
自
立
軍
起
義
に
は
、
徐
質
山
は
下
流
域
の
寄
老
曾
の
勢
力
を

帥

率
い
、
自
ら
「
南
江
南
湖
兵
馬
大
元
帥
」
と
名
の

っ
て
、
湖
慶
寄
老

曾
首
領
馬
一
踊
盆
ら
と
共
に
こ
れ
に
参
加
し
、
清
朝
支
配
を
震
揺
さ
せ

伺

た
の
だ

「
た
。
し
か
し
起
義
は
挫
折
し
、
の
ち
徐
は
雨
江
総
督
劉
坤

一
に
懐
柔
さ
れ
、
辛
亥
革
命
に
は
反
動
的
立
場
に
立
つ
ζ

と
に
な
る

伺が
、
そ
の
聞
も
依
然
と
し
て
下
流
域
の
私
堕
流
通
網
の
支
配
機
を
維

持
し
「
腸
州
の
一
角
に
倣
然
と
し
て
一
覇
王
を
以
て
」
君
臨
し
た
の

だ
っ
た
。

ζ

れ
に
比
べ
規
模
は
小
さ
か

っ
た
が
、
光
緒
三
十
三
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て

前
述
の
陶
成
章
の
指
摘
し
た
客
驚
か
ら
で
た
余
孟
庭

(
安
徽
虚
江
人
)
、
夏
竹
林
(
安
徽
巣
湖
人
)
ら
は
、
江
漸
革
命
黛

と
通
じ
明
ら
か
に
反
満
的
革
命
的
で
あ

っ
た
。
余
孟
庭
は
販
私
の
途

上
、
奥
魁
の
清
朝
に
降
る
者
を
攻
め
て
寧
器
を
獲
得
し
、
や
が
て
「
不

許
擾
凱
郷
民

不
準
妄
殺
無
事
L

と
い

っ
た
軍
規
を
つ
く
っ

て
部
下

一
方
嘉
興
湖
州
地
方
の
「
州
牒
の
局
よ
ト
を
焚
い
て

清
吏
を
逐
い
、
清
吏
及
富
家
の
積
粟
を
奪
っ
て
餓
民
に
賑
し
L

清
軍

の
紀
律
を
正
し
、

と
蘇
州

・
松
江
・
嘉
興

・
湖
州

・
寧
波
の
聞
に
大
小
四
十
回
の
戟
い

台、

を
交
え
、

「
沿
江
上
下
流
諸
省
に
響
い
た
'

と
い
わ
れ

そ
の
名
は

る
。
最
後
に
奮
戟
の
末
捕
え
ら
れ
、
清
吏
は
余
を
懐
柔
し
て
残
窯
の

同

激
減
に
役
立
て
ん
と
し
た
が
余
は
受
け
ず
、
三
十
六
歳
で
死
ん
だ
。

そ
の
問
、
す
で
に
徐
錫
麟
に
よ
る
恩
銘
暗
殺
事
件
、
漸
路
拒
款
風
潮

に
な
ど
よ

っ
て
動
揺
し
て
い
た
清
朝
は
南
京
守
備
を
名
目
に
大
将
萎

桂
題
に
北
洋
練
兵
一
高
人
を
率
い
て
南
下
さ
せ
た
く
ら
い
で
、

そ
の
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心
臓
を
極
度
に
寒
か
ら
し
め
た
の
だ

っ
た
。

清
末
に
お
い
て
先
進
的
経
済
圏
H
江
新
地
域
に
封
す
る
清
朝
政
府

の
経
済
的
依
存
度
が
一
一
層
強
ま
る
中
で

江
漸
の
反
瞳
制
的
私
盤
集

圏
の
た
ど

っ
た
コ

l
ス
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
っ
た
が

そ
れ
が
清
朝

支
配
に
奥
え
た
脅
威
は
き
わ
め
て
大
で
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

し
註ωω

川

w
削
雨
掘
削
堕
法
制
帆
纂
備
考
、
省
入
、
枚
私
二
、
岱
私
二

ωω
側
清
盛
法
志
、
倉
一
百
六
十
五
、
場
産
門
三
、
得
控
下

ωmω
岱
山
鋲
志
、
「
堕
務
紀
暑
」

ω
東
華
績
録
、
光
緒
十
五
年
八
月
、
二
十
九
年
十
二
月



徐
挑
六
倉
志
、
幅
四
法

定
海
豚
志
、
鹿
戸
及
種
板
の
項

東
華
綴
録
、
光
緒
八
年
四
月

塑
法
適
志
、
各
八
十
七
、
絹
私

園
風
報
、
第
一
年
三
十
三
醐
師
、
宣
統
二
年
十
二
月

野
津
堕
「
中
園
の
牟
植
民
地
化
と
企
業
の
運
命
」
数
大
東
洋
史
事
論
集

第
四

側
側
東
華
綴
録
、
光
緒
十
五
年
八
月
、
三
十
四
年
正
月

帥
倒
「
掘
削
案
紀
暑
」
中
園
近
代
史
資
料
叢
刊
、
「
辛
亥
革
命
」
国

側
東
肇
綴
録
、
光
緒
三
十
三
年
十
二
月

倒
。
光
緒
二
十
四
年
十
二
月
、
二
十
五
年
十
二
月

倒
伺
江
蘇
民
勢
楢
索
、
「
辛
亥
革
命
」
同
四

O
三
頁

制
現
代
中
国
の
秘
密
結
枇
「
近
代
中
国
研
究
」
好
事
枇
刊

側
菊
地
貴
晴
「
唐
才
常
の
自
立
軍
起
義
」
歴
研
一
七

O

開
「
揚
州
常
熱
的
下
層
群
衆
自
愛
起
義
」
光
明
日
報
一
九
五
九
年
九
月
三

日
史
事
幾
遁
刊
一
六
九
鋭

。司自由 (15)(14) (13) (12) 

あ

pう2

き

と

以
上
き
わ
め
て
大
雑
把
で
は
あ

っ
た
が
、
板
一
睡
法
と
い
う
製
聾
技

術
の
費
生
普
及
の
経
緯
と
そ
れ
が
雨
漸
盟
業
、
清
朝
支
配
寵
制
に
直

接
間
接
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
概
観
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と

75 

く
に
板
嘱
瞳
の
生
産
を
め
ぐ
る
諸
闘
係
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
制
約

と
筆
者
の
理
論
構
成
の
弱
さ
の
た
め
に
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に

終

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
張
箸

・
景
本
自
ら
の
盟
業

経
営
な
ど
と
も
併
せ
て
今
後
の
究
明
に
ま
ち
た
い
。

と
こ
ろ
で
上
述
し
て
き
た
雨
漸
盟
業
の
憧
制
的
矛
盾
の
中
か
ら
、

清
末
の
政
治
的
襲
革
の
潮
流
に
の

っ
て
瞳
政
改
革
の
機
運
が
高
ま
る

が
、
辛
亥
革
命
に
お
い
て
濁
立
し
た
際
、
掲
げ
ら
れ
た
雨
漸
盟
政
改

〈
註
)

革
の
プ
ラ
ン
の
中
に
は
、
引
商
，撤
商
な
ど
に
よ
る
販
運
濁
占
を
緩
和

す
る
こ
と
に
加
え
て
「
改
煎
箆
一
瞬
」
が
強
く
う
た
わ
れ
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
、

か
か
る
。
フ
ラ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
背
後
に
は
、

生
産
技

術
面
で
の
板
嘱
法
の
有
利
性
と
と
も
に
、
清
代
中
期
以
降
、
清
朝
専

貰
樺
制
や
前
期
的
瞳
商
と
封
決
し

そ
の
支
配
に
抵
抗
し
な
が
ら
板

-75一

嘱
私
瞳
の
生
産
を
推
進
し
て
き
た
江
漸
沿
海
地
域
の
多
数
の
瞳
民
た

ち
の
た
ゆ
ま
ざ
る
闘
宇
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
か
れ
ら
の
果
し
た
歴
史
的
役
割
は
ζ

う
し
て
近
代
的
な
瞳
政
改

革
運
動
の
中
に
掻
取
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
は
じ
め
の
珠
定
で
は
以

上
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
て
、
辛
亥
革
命
前
後
の
瞳
政
改
革
の
動
向

を
み
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
準
備
不
足
の
た
め
果
せ
な
か

司
た
。
こ

の
貼
本
誌
編
集
の
方
々
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
(詮)す

る
堕
政
叢
刊
‘
上
冊
、

「
漸
江
軍
政
府
堕
政
局
長
宣
言
」


